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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 11日 (2005.11.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 半 導 体 装 置 及 び そ の 作 製 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　
　
　
【 請 求 項 ２ 】
　 同 一 の 導 電 層 に よ っ て ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ る 、 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ と 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ と を 有 す
る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 導 電 層 の 第 １ の 領 域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第
１ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 、
　 後 、 第 ２ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 ２ の レ ジ ス ト
マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 ２ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 第 １ の 領 域 と は 異 な る 前 記 導 電 層 の 第 ２ の 領
域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極

を 形 成 す と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】

同 一 の 導 電 層 か ら な る ゲ ー ト 電 極 を 備 え た 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ と 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ と を 有 し 、
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は 端 部 が テ ー パ ー 状 で あ り 、
前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は 端 部 が 垂 直 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。

し

と な る 、 テ ー パ ー 状 の 端 部 を 有 す る ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

し

と な る 、 垂 直 な 端 部 を 有 す る ゲ ー ト 電
極 る こ



　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 露 光 手 段 と 前 記 第 ２ の 露 光 手 段 で は 、 解 像 度 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 同 一 の 導 電 層 に よ っ て ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ る 、 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ と 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ と を 有 す
る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 導 電 層 の 第 １ の 領 域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第
１ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 後 、 第 ２ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 ２ の レ ジ ス ト
マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 ２ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 第 １ の 領 域 と は 異 な る 前 記 導 電 層 の 第 ２ の 領
域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 前 記 第 １ の 露 光 手 段 と 前 記 第 ２ の 露 光 手 段 で は 、 解 像 度 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ま た は 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 露 光 手 段 と 前 記 第 ２ の 露 光 手 段 の 一 方 は 、 等 倍 投 影 露 光 装 置 を 用 い 、 方 は
、 縮 小 投 影 露 光 装 置 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 露 光 手 段 と 前 記 第 ２ の 露 光 手 段 で は 、 露 光 に 用 い る 光 の 波 長 が 異 な る こ と を
特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク は 、 前 記 導 電 層 の 第 ２ の 領 域 を 覆 い 、
　 前 記 第 ２ の レ ジ ス ト マ ス ク は 、 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 覆 っ て い る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 同 一 の 導 電 層 に よ っ て ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ る 、 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ と 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ と を 有 す
る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 導 電 層 の 第 １ の 領 域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第
１ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 後 、 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第
１ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ 、
　 後 、 第 ２ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 ２ の レ ジ ス ト マ
ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 ２ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 第 １ の 領 域 と は 異 な る 前 記 導 電 層 の 第 ２ の 領
域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 後 、 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第
２ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ す と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 同 一 の 導 電 層 に よ っ て ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ る 、 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ と 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ と を 有 す
る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 導 電 層 の 第 １ の 領 域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第
１ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 後 、 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第
１ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ 、
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２

し

し
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

し

し

３ ４
他

３ ５

２ ６

し

し
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

し
前 記 第 １ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ し た

し

し
前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

る こ

し

し
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

し



　 後 、 第 ２ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 ２ の レ ジ ス ト マ
ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 ２ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 第 １ の 領 域 と は 異 な る 前 記 導 電 層 の 第 ２ の 領
域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 後 、 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第
２ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ 、
　 後 、 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 及 び 前 記
第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第 ３ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ す を 特 徴 と す る 半
導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 同 一 の 導 電 層 に よ っ て ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ る 、 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ と 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ と を 有 す
る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 導 電 層 の 第 １ の 領 域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第
１ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 後 、 第 ２ の 露 光 手 段 に よ っ て 第 ２ の レ ジ ス ト
マ ス ク を 形 成 、
　 前 記 第 ２ の レ ジ ス ト マ ス ク を 用 い て 、 前 記 第 １ の 領 域 と は 異 な る 前 記 導 電 層 の 第 ２ の 領
域 を エ ッ チ ン グ し 、 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 、
　 後 、 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 及 び 前
記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ す と を 特 徴 と す る 半 導 体
装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　
　 前 記 導 電 層 の 第 １ の 領 域 を エ ッ チ ン グ し 、 第 １ の 形 状 の 導 電 層 を 形 成 、
　 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第 ４ の 不 純 物
元 素 を ド ー ピ ン グ 、
　 後 、 前 記 第 １ の 形 状 の 導 電 層 を エ ッ チ ン グ

を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　
　 前 記 導 電 層 の 第 １ の 領 域 を エ ッ チ ン グ し 、 第 １ の 形 状 の 導 電 層 を 形 成 、
　 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第 ４ の 不 純 物
元 素 を ド ー ピ ン グ 、
　 前 記 第 １ の 形 状 の 導 電 層 を エ ッ チ ン グ し て 、 第 ２ の 形 状 の 導 電 層 を 形 成 、
　 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 に 、 第 ５ の 不 純 物
元 素 を ド ー ピ ン グ 、
　 後 、 前 記 第 ２ の 形 状 の 導 電 層 を エ ッ チ ン グ

を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の レ ジ ス ト マ ス ク は 、 前 記 導 電 層 の 第 ２ の 領 域 を 覆 い 、
　 前 記 第 ２ の レ ジ ス ト マ ス ク は 、 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 覆 っ て い る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 露 光 手 段 と 前 記 第 ２ の 露 光 手 段 で は 、 解 像 度 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 作 製 方 法 。
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前 記 第 １ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ し た
し

し
前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

し
前 記 第 ２ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ し た

る こ と

し

し
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

し

し
前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 を 形 成 し た

る こ

８ １ ０
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は 、

前 記 し
前 記 第 １ の 形 状 の 導 電 層 を 介 し て 、

し
前 記 第 ４ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ し た す る

こ と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と

８ １ ０
前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は 、

前 記 し
前 記 第 １ の 形 状 の 導 電 層 を 介 し て 、

し
し

前 記 第 ２ の 形 状 の 導 電 層 を 介 し て 、
し

前 記 第 ５ の 不 純 物 元 素 を ド ー ピ ン グ し た す る
こ と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と

８ １ ２

８ １ ３



【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 露 光 手 段 と 前 記 第 ２ の 露 光 手 段 の 一 方 は 、 等 倍 投 影 露 光 装 置 を 用 い 、 方 は
、 縮 小 投 影 露 光 装 置 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 露 光 手 段 と 前 記 第 ２ の 露 光 手 段 で は 、 露 光 に 用 い る 光 の 波 長 が 異 な る こ と を
特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 乃 至 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ の Ｔ Ｆ Ｔ と 前 記 第 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ の 半 導 体 活 性 層 を 形 成 す る 半 導 体 膜 は 、 連 続 発 振
の レ ー ザ 光 を 用 い た レ ー ザ ア ニ － ル に よ っ て 結 晶 化 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の
作 製 方 法 。
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